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電気光学(EO)ポリマーは超高速光変調器や光スイッチ、光配線、電界センサー、THz 発生・検

出など様々な応用が期待されている。EO ポリマーを開発する上で重要な課題の一つは熱及び化学

的な安定性に優れた大きな超分極率()を持った EO 色素を開発することである。我々はこれまで

トリシアノフラン(TCF)誘導体をベースとしたアクセプター部位、チエニルジビニレンまたはポリ

エンからなるπ共役系部位、アルキルオキシ基がメタ位に置換されたアミノベンゼンドナー部位

から構成される EO色素が、アルキルオキシ基を持たないものに比べて大きな値を示し、応用上

有利な吸収スペクトル形状をもつことを示してきた[1]。また上記の新規 EO 色素を有する EO ポ

リマーの電気光学定数 r33は 100 pm/V 以上の値を示した[2]。近年は実用化に向けた耐熱性を有す

る EOポリマーの開発を進めている。 

EOポリマーのテラヘルツ(THz)波発生・検出への応用を考えた場合[3]、その発生・検出効率を

向上させる上で以下の三つの視点を考えることは重要である。一つ目は r2nopt
6/16nTHz で表される

材料として THz波発生・検出の性能指数であり、この性能指数を大きくするためには電気光学定

数 r及び対応する 2次の非線形感受率が大きいことが本質的に重要である。二つ目は THz波発生・

検出のコヒーレンス長(lc)であり、lcを大きくするためには光波と広い THz帯域での屈折率差が小

さいことが重要である。三つ目は広い THz 帯域での吸光係数 α[cm-1]であり、発生した THz 波の

再吸収に関わるためこの値は小さい方がよい。本発表では、THz 波発生・検出に使われる幾つか

の代表的な電気光学材料（非線形光学材料）、LiNbO3、ZeTe、有機結晶 DAST、EO ポリマーに対

して、実験結果をもとに上述の 3 つの視点から比較を行う。また EO ポリマーの THz 波発生・検

出への応用に向けた EOポリマー分子設計指針についても述べる。 
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